
一24一

見㌻じ)

仰"'㍗､κ

インドネシアの旅

X固笹Lた蛇榊呈航峠

調査コｰス

インドネシアについてはすでにたぴたぴこの誌上に

紹介されてきたので今回私たちが8月上旬から9

月上旬まで約1ヵ月駆け足でジャワを一巡りしてき

てもとくに新しく付け加えることもないと思われる

がここではとくに印象に残った2･3のことを見

聞したままに書いてみた

ジャカルタヘ道行羽田を朝霧時渕分紀飛びたった

飛行機は現地時間20時20分シャ漁ルタ紀到着する出

所要時間11時間である.3年ばかり前妃私たもが行鶯

た時は夜明閏を発ち翌日夕二方シンガポｰル溝夏泊

3目目の夕方やっと着くことができた.飛行機も進歩

したものである.ジェット機は遠いし揺れなくてなか

なか快適であるがあんまり高い所を飛ぶので窓から

風景を楽しむといった気分は書っぱ資である血

独立記念日インドネシアの独立記念簿は8月〃

目である.これは年々行なわれる最大の国民祭賢であ

るが今年はちょっと訳がちがいこの祭員の≡王週間あ

と24目からアジア大会カミはじ･まることになっている.

おりしも酉イリアンの問題は平和的解決費)見通しかた

ちこの独立記念目で盛り上がった国民感庸をもって

アジア大会へ臨もうといういう抵れぱこの新しv'国

家がはじめて迎える大メインエベントの幕開きである.

われわれ舛簿月⑬簿から自動車旅行をはじめ危ので

あるがそれζそ津崎浦々街道という街道には種冷の

文安斎俊男･写真菊池徹

国旗がひらめき村々の入口にはアｰチが飾られパレ

ｰドの練習が行なわれるなどお祭り気分にわきかえっ

ているのカミ感じられる.記念目当目はちょうどバンド

ンにいたカミ大変なにぎわいでバンドン銀座ともいう

べきブラガ通りは身動きもで巷狂いほどの混雑ぶり.

私は3年前ごζ紀五年閥滞在しだがこのような経験

ははじめてであ為曲

影帝シダ拙沸的串やンプ鉦満

われわれの調査目的である蛇紋岩の存在する場所はな

か扱か大変な所であった苗8月n帥)れわれは西部

ジャワインザ洋岸のブラブノ'ンウッウという町から4ト

ン獄κのポンポン船に乗って南下し彪咀左等に屍える

陸地はすべてジャングルで人影はない岬沖では土地の

漁夫がカ潔一を痕らぺて釣りをしている.このカヌｰ

も見え匁く匁ると全く人影は見られず大きなうねりの

利ソルカの跳ねるのが見られるだけとなる.

4時間縫として小書溶湾に入る岨この奥に小さな

村があるをいう,船長さんが泳いで上陸やがてカ

黒一を至隻引いてくる山これを引いて出発婁時間ほ

どで英い噸辺につ巷さあ上陸であ葛､本船は100

mほどの沖に泊まりカヌｰに荷物を少しづつ積み波

打ちぎわはのし上げて荷下しこれを何べんもくりかえ

す曲2時間近くかかってやっと荷物と全員が上陸で

き淀､

8月17目は独立記念目

各地でパレｰドが行泣われ淀(バンドン)�
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さてこれからキャンプ地を捜すわけであるカ童地図

をたよりに川のある所へ行って見ると乾季のことで水

したくにとりかかる.キャンプといっても竹の柱を

たて天井にキャンバスを張るだけその下にキャンバ

スベッドを並べ各人天井から蚊帳をつるすしかけであ

る.

炊きはじめる.それらがすこぶるゆるやかなテンポで

行なわれる.けっしてせかせかしたりどなったりし

ない.そしていつの間にか何とか形をなして行くの

である.

大体ジャワ島はよく開けていてジャングルなどもう

残ってい狂いものと思っていたのはたいへん在間違いで

あった.インド洋岸にはこんなジャングルがまだだい

ぶあるらしい.後で聞いた話であるがこの辺のジャ

ングノレにはまだ虎･野牛･にしき蛇サイなどがた

くさんいるらしい河にはワニもいるという.そうい

えばわれわれ一行に鉄砲を持ったお巡りさんか数名つ

いてきてくれたのは猛獣にそなえるためだったらしい

不幸にして大トカゲを一匹見ただけで虎などにはお目

にかかれ桂かったが野牛の足跡と骨はいたる所で見ら

れた.そしてジャングノレで一番恐しいのはこの野牛な

のだそうである.ジャングルの申は案外歩きやすかっ

た.ほとんど下草がなくそれに大木の下は直射同光

をさけて意外に涼しいのである.ただいたる所に2

～300本の大竹の群生カミありその幹部はトゲの生えた

小枝が密生していて近よることもできない.また大き

在つるが大木から大木へからみあった所も近より難い.

毒蛇｡毒虫もほとんどい狂いようだったし鳥の声すら

プラブハンラツウの海岸

もあまり聞けなかった.

目的とする蛇紋岩は海抜130㎜ぐらいの台地の上半を

占めここだけはジャングルカミ切れて草原になっており

台地の広さも500m四方ほどあってまず採鉱地として

は理想的たものであった.台地の上はそよ風カミ吹き

すぐ目の下に美しい浜辺その先には果てしなく広がる

インド洋三方はうっそうたる大シャ!グルに囲まれて

いる.ここに立ってやがてこの台地に露天切羽が開

かれ索道にバケットが往復しダンプカｰが走る.

海岸には桟橋沸できて鉱石船が揮付けとなる.ジャン

グノレは切り開かれて住宅カ重ならぶ.そんな光景を目に

浮かべているときキャンプの苦労もいつか忘れてま

るでそれが目の前に実現されているような気カミしてくる

のである.その時は是非もう一回やってきて実際に

この目で確かめて見たいものである.

.乾季にはぜったい雨は降らないものと決めていたのは

とんだ聞違いであった.夕方から降りはじめた雨は

ついに翌朝まで降りつづいた.当然キャンバスの天

井はもりはじめ雨水が蚊帳をつたってベッドヘ落ちは

カヌｰをならべて漁をする人女(プラブハンラツウの沖)

パンジャル率ガラからクワラサンヘ

調査隊に協力する晩他人�
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イン1ご縛望)液1童嵩い泌第一ごよ義機物の鰹鶴げ1嚢仰義務難恕

った(ツカｰルバミダンカン付近の海岸)

じめた.ついにいたたまれずすみの方へ雨水をさけ

そのまま夜明しをした.翌朝はまるでウソのように熱

帯の陽光がふりそそぎビショ濡れの毛布もアッという

間に乾いてしまった.

この調査か終ってジャングルからの帰途またひどい1ヨ

にあった･5晩をキャンプに過ごした後夕方船が迎

えにくる約東なので朝食後すぐにキャンプ撤収にとり

かかった.例によってのんびりと.ようやく午後4時

浜辺に荷物を積みあげたカ茎約束の船かご放い.やっ

と5時30分に沖に船カミとまりカヌｰに荷物を積みはじ

める.7時すぎやっとジャングルから脱出と思った

とたんにエンストしばらく修理してスタｰトまたエ

ンスト.今度は全然駄目らしい.船長はエンジンを

分解して見るといいだすもしどうしても動か祖ければ

一これは大変なことになった.カヌニでプラブハン

ラツウまで連絡に行くとすれば3目や4目はかかるだろ

う.食糧は乏しい.だんだん心細くなってくる.

とんでもないことになってしまった.カン詰は船底に

つんでしまって出せない.飲み水もない.おりから

十五夜の月が洋上に上カミり南十字星は月の光に消され

た.せまいボｰトの中で荷物の間にはさまれ身のおき

所もない｡大きなうねりカミきてボｰトカミ大きく揺れる

クワラサンの蛇紋砦体

結局翌朝に狂ってエンジンカミ動きだした.でもプ

ラブノ･ンラツウの町に着くまで少しでもエンジンの昔

カミ変わると一同の顔色カミ変わった.顔色なしとはまさ

にこのことだろう.しかし町に着いてしまえぱこち

らのもの皆｢いい経験だった｣と得意顔である.恐

らく日本へ帰ってジャングノレを語る時語に尾ひれが

ついてやれ虎を追いはらったのにしき蛇を踏みつけ

たのインド洋を一晩漂流したのと自慢話に興じること

に狂るだろう.

クワラサン部落の宰ヤンプ生活

われわれの第2の調査地である中部ジャワクワラザ

ン蛇紋岩もひどい山奥にあった.バンジャルネガラと

いう町で30人近い人夫をやとって荷物をもたせ昼頃か

ら炎天の山道を歩いた.途中海抜800mの峠を越えク

ワラサンに着いた時は真暗になっていた.部落長事務

所の広間にキャンバスベッドを置いてここを寝室とし

飯をたきカン詰で食事をする.夜おそくはるぱるバ

ンジャルネガラからわれわれのためにガメラン音楽隊

かきて演奏をしてくれた.聞けば県知事の命令だとい

う.ガメランというのは打楽器だけの単調な音楽で

やたらに長い.われわれカミ真面目に聞いていれば朝ま

でやるつもりらしい.こちらは疲れきっていてベッド

の上で聞いているうちにいつの間にか皆寝込んでしま

った.楽士たちもはり合いがなかったことだろう.

朝にたって顔でも洗おうと水を捜してみて驚いた.

谷川の水はかれチョロチョロとした流れをためる穴に

は赤白っぽく濁った水がほんのわずか.これで飯をだ

川を行く調査隊タワラサンから下山の途中�
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き茶を飲んだらしい.一同顔を見合せあわてて薬を

のむ.概してジャワではどこへ行っても水カミ悪い.き

れいな水に恵まれてv･る日本人にとってはとくにこれ

は苦痛である.1ヵ月の間われわれは常に水を気に

しつづげた.幸い何事もたく済んだがこれはかなり

大き匁問題であり何か手軽な水を浄化する薬品でもあ

れば今後海外での調査に大いに役に立つことと思う･

クワラサンの蛇紋岩は第1の調査地ジャングルのそ

れよりも小規模で晶質も低いようであった.しかし

この山奥にもトラック道路が開けどんどん鉱石がでる

ようになれぱカンポンの人たちにどれだけ大きな恵み

があるだろうかと思えぱここも同時に開発したい気持

にかられた.

ている.ブル}とイエロｰにいろどられたこのビノレは

できたばかりでどこもここもピカピカである.全館

エアコン熱湯冷水がで食事も一級である.

夕方4時からメインスタジアムでサッカｰを見る.

観覧席に全部屋根があるため10万人収容の大スタジア

ムが意外に小さく感じられた､サッカｰはインドネシ

アの国技でもあるのでスタンドは超満員熱心に見いっ

ている.ノ･一フタイムの時射撃のビクトリｰセレ

モニｰがあった.日本の選手カ沖央の台に立って金メ

ダノレを首からかけてもらう.つづいて観衆が起立目

の丸がポｰルに上カミる.君が代の演奏一瞬シｰンと

なる.やはりいいものである.まわりの観衆カミわれ

われを日本人と見てニコニコと笑いかけてくる.

アジア大会のことなど

われわれ一行は8月30目ジャカルタに戻った.報告

書の作成やら挨拶やら忙しい中で一回はアジア大会

を見物したいものと思っていたが幸いサッカｰと水泳

の切符が手に入った.

ジャカルタの夜はたしかに明るくなった.これはア

ジア大会だけのためではなかろうが大通りの街灯は螢

光灯が輝き会場付近の大ロｰタリｰには七色の噴水ま

でできている.さらにメインスタジアムをはじめ各

競技場カミいっせいに鐙光灯をともし大小さまざまの競

技場カミ銀色に輝いているさまは全く驚くほか匁かった.

敷地のせまい東京のオリンピック会場ではこの壮観は

再現できないだろう.まさに国の力を結集してこの大

会に臨んだ意気込みがうかがわれる1会場はジャカ

ルタ中心部とクバヨラン住宅街の中間の広大な敷地を占

めているがその手前には日本の協力によってできた

14階建のホテノレ･インドネシアの壮れいなビルがそぴえ

もっとも在留邦人の話では第1目目は感激したけれ

どあまり日本人ばかり勝つのでもうどうでもよくな

ったとのことだカミ.

シャカノレタの町には大会にぞ匁えて真新しいベンツ

のタクシｰがたくさん走り回っていたがそれにまじっ

て日本の軽三輸トラックが4人乗りのタクシｰとして

活躍していた､三輸自転車のベチヤの名をとってベ

チャモｰトノレと呼ぶそうである.荏かなか好評のよう

であった.ホテル･インドネシアベチャモｰトノレ

それにもう1つの日本からの新来の品は新しくはじめら

れたテレビである.街頭のショｰウィンドウや食堂の

テレビに大勢人がたかっている風景は何年か前の日本

と同じようであった.

帰途ホンコンに寄る.台風により数百人の死者を出

した由街路樹か根こそぎ倒れているのがすさまじかっ

た.ホテルの湯水は午前中2時間だけどうも今回の

出張は最後まで水にたたられたようである昔(雛は鉱炭部)

牽がとまると物弗りがやってくる

(プンチヤック峠にて)

これがキャンプであるここで丸一夜雨にやられたのだから

ズブぬれも無理ないはなしだ�




